
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
眠
れ
な
い
時
や
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
み
で
も
、

何
も
す
る
気
が
起
き
な
い
時
、
私
は
、
図
書
館
の
検
索

ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
キ
ー
ワ
ー
ド
欄
に
「
か
ん
た
ん 

レ
シ

ピ
」
と
打
ち
こ
ん
で
み
る
と
、
料
理
の
本
や
雑
誌
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
タ
イ
ト
ル
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
気
に
な
る
も
の
を
予
約
す
る
の
で
す
。 

 

ま
た
、
特
に
作
者
や
条
件
を
指
定
せ
ず
に
、
膨
大
な

タ
イ
ト
ル
を
眺
め
な
が
ら
気
に
な
る
本
を
探
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

 

後
日
図
書
館
へ
行
く
と
、
予
約
し
た
本
が
借
り
ら
れ

る
の
で
す
が
、
ご
く
た
ま
に
心
の
中
で
「
こ
の
本
予
約

し
た
か
な
あ
？
」
と
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
単
純
に
間
違
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
れ
を
「
衝
動
借
り
」
と 

「 

検
索
予
約
で
衝
動
借
り 

」 

 
   

 

呼
ん
で
い
ま
す
。「
衝
動
借
り
」
で
手
元
に
届
い
た
本
は
、

意
外
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
楽
し
み
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
の
楽
し
み
方
は
、
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
お
気
に
入
り
に
出
会
う
と
、
友
人
に
お
す
す

め
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
北
海
道
の
友
人
か
ら

「
今
日
借
り
た
よ
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
ま
た
、

千
葉
の
友
人
か
ら
は
「
あ
の
本
１０
人
待
ち
だ
っ
た
」
と
、

神
戸
の
友
人
か
ら
は
「
読
ん
だ
よ
。
今
ま
で
何
で
知
ら

な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ほ
ど
よ
か
っ
た
。
」
と
い
う

感
想
が
聞
け
た
り
す
る
度
に
、
時
間
を
共
有
し
て
い
る

よ
う
な
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
逆
に
友
人
か
ら
の
お
す
す
め
で
、
自
身
で
は

選
ば
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と
出
会
う
の
も
楽
し
み
で

す
。 

 

既
に
本
が
好
き
な
方
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
ま

で
あ
ま
り
本
に
触
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
方
に
も
、
も

っ
と
気
軽
に
本
を
借
り
て
み
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ネ

ッ
ト
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 
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こ ん な 本 あ り ま す

 　『　マルジナリアでつかまえて　』
山本　貴光 著（本の雑誌社　2020年刊）

　

 
 
 
 
 

聴いたことがあるような、ないような「マルジ
ナリア」という言葉。これは本の余白への書きこ
みを指す英語です。本書は人が読んだ痕跡である
マルジナリア―どう考え、どう思ったか―をみて
楽しむという、ちょっと変わった趣向の本です。 
口絵の石井桃子のマルジナリアを見ると自分の

訳した本に書き直しをしているのがわかります。
推敲の跡はほぼすべてのページにあり、かつての
自分が選んだ言葉でも容赦なく、切り落とし、付
け加えています。ゆえに付箋の数が半端ではなく、
まるで本からニョキニョキ付箋が生えているかの
ようです。印刷され書籍化されたものであっても
作品への情熱は失せず、もっと良くしなければと
苦闘している石井桃子の姿が、浮かび上がってき
ます。 

 そして、著者が「マルジナリアの達人」と呼ぶ
のが夏目漱石。自身の蔵書には、その本に対する
反対意見、賛成意見、疑問がみられます。「モツ
トシツカリ書イテ貰ヒタイ」などと注文をつけた
ものもあります。また、シャーロット・ブロンテ
の小説『ジェイン・エア』には子どもたちに辛く
当たるブロックルハースト牧師に対し、
「Bad,bad,bad,bad man！」と記しています。
お札にもなった日本の文豪が、架空の人物に対し
腹を立てていたのがわかり、人間味が感じられま
す。 
 本書には漱石や石井、著者のマルジナリアの写
真もあり、手書きの文字も読めます。本の余白に
書かれた落書きのようなもので、書いた人の思い
を知るのも面白いと気づきます。 
 最後にマルジナリアを始めたくなった人に向け
ての指南もあります。もちろん人から借りた本や
図書館の本には書き込んではいけませんのでお気
をつけください。 

「
た
ん
じ
ょ
う
び
」
 

 

 

 
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
 
ぶ
ん
・
え

 

 
お
お
つ
か
 
ゆ
う
ぞ
う
 
や
く

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
福
音
館
書
店
）
 

 

 

 
リ
ゼ
ッ
テ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
は
、

ね
こ
の
マ
ウ
リ
と
ル
リ
、
犬
の
ベ
ロ
、
そ
れ

か
ら
、
ニ
ワ
ト
リ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
た
く
さ

ん
の
動
物
が
い
ま
し
た
。
 

 
今
日
は
リ
ゼ
ッ
テ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
誕

生
日
で
す
。
ベ
ロ
た
ち
は
こ
っ
そ
り
と
お

祝
い
の
支
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。
マ
ウ
リ

と
ル
リ
は
ケ
ー
キ
を
焼
き
ま
し
た
。
ウ
サ

ギ
た
ち
は
ろ
う
そ
く
を
買
い
に
行
き
、
メ

ン
ド
リ
は
た
ま
ご
を
産
み
、
ヤ
ギ
は
花
を

摘
み
ま
し
た
。
こ
げ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
キ

に
砂
糖
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
、
さ
あ
、
支
度

は
整
い
ま
し
た
。
 

 
夕
方
、
リ
ゼ
ッ
テ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

帰
っ
て
来
て
、
ド
ア
を
開
け
る
と
、
動
物
た

ち
が
声
を
そ
ろ
え
て
さ
け
び
ま
し
た
。
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
う
！
」
 

 
線
画
に
落
ち
着
い
た
色
を

 

着
色
し
た
絵
で
、
動
物
た
ち

 

が
い
き
い
き
と
描
か
れ
、
 

お
祝
い
の
楽
し
さ
が

 

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
 

読
ん
で
も
ら
え
ば

 

四
歳
く
ら
い
か
ら

 

「
と
ぶ
船
（
上
・
下
）
」
 

 

 

 

 
ヒ
ル
ダ
・
ル
イ
ス
 
作

 

 
石
井
 
桃
子
 
訳
（
岩
波
書
店
）
 

   
 
 

 

 

 
    

す
べ
て
は
ピ
ー
タ
ー
の
歯
痛
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
歯
が
痛
く
な
ら
な
け
れ
ば
、

ピ
ー
タ
ー
が
ひ
と
り
で
町
へ
行
く
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。
 

 
歯
医
者
の
帰
り
、
ピ
ー
タ
ー
は
薄
暗
い
お

店
を
見
つ
け
、
店
先
に
あ
っ
た
小
さ
な
船

に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
店
の

お
じ
い
さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
お
い
く
ら

で
す
か
？
」
す
る
と
、
そ
の
人
は
言
い
ま
し

た
。
「
お
ま
え
さ
ん
が
、
い
ま
も
っ
て
い
る

金
ぜ
ん
ぶ
と―

そ
れ
か
ら
、
も
う
す
こ
し

だ
。
」
ピ
ー
タ
ー
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
お
金
を
ぜ

ん
ぶ
出
し
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
代
も
、
お

父
さ
ん
に
返
す
は
ず
だ
っ
た
お
釣
り
も
、

ぜ
ん
ぶ
で
す
。
そ
う
や
っ
て
手
に
入
れ
た

の
は
、
望
む
場
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
魔
法
の
船
で
し
た
。
 

 
自
由
自
在
に
大
き
さ
を
変
え
、
空
を
飛

び
、
過
去
に
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

船
。
ピ
ー
タ
ー
た
ち
四
き
ょ
う
だ
い
は
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
や
神
話
の
世
界
へ
と
冒
険
に

出
か
け
ま
す
。
十
一
歳
く
ら
い
か
ら
楽
し

め
ま
す
。
 



新着図書紹介    ◆このリストは８月末までに入った本の一部です◆   

書    名 著 者 出版社 件 名 

中世の写本ができるまで ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾃﾞ･ﾊﾒﾙ 白水社 写 本 

よくわかる一神教 ユダヤ教、キリスト教、イスラム教から世界史をみる 佐藤 賢一 集英社 宗 教 

御朱印でめぐる山陰山陽の神社 集めるごとに運気アップ！ 地球の歩き方編集室 編 地球の歩き方 御朱印 

旗の大図鑑 国旗から信号旗・レース旗・海賊旗まで ｴﾘｻﾞﾍﾞﾄ･ﾃﾞｭﾓﾝ゠ﾙ･ｺﾙﾈｸ 日経ﾅｼｮﾅﾙｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｯｸ社 旗 

４７都道府県ニッポン学び旅２００ 旅するほどに心豊かに賢く！ ――――― 朝日新聞出版 紀 行 

免疫力アップレシピ 災害時も、普段も、役立つ「お湯ポチャ」調理 今泉 マユ子 清流出版 災害予防 

お母さんの賢い贈与 黒木会計 編 中央経済社 贈与税 

アウトロー・オーシャン（上・下） 海の「無法地帯」をゆく イアン・アービナ 白水社 漁 業 

朝までぐっすり眠れる！不眠対策の名医陣が教える最新１分体操大全 ――――― 文響社 不眠症 

身近な人の突然死・寝たきりを防ぐ心臓と脳の正しいケア 鈩 裕和 自由国民社 循環器病 

ハーバード×スタンフォードの眼科医が教える放っておくと怖い目の症状２５ 梶原 一人 ダイヤモンド社 眼科学 

しっかりわかるワクチンと免疫の基礎知識 ――――― 池田書店 ワクチン 

こころのままに季節を楽しむ紙刺しゅう Piro ブティック社 刺しゅう 

白飯サラダ ごはんがすすむ！ガッツリおいしい 今井 亮 主婦と生活社 料 理 

果物、スパイス、お酒大人のアレンジ和菓子 和菓子万くみ グラフィック社 菓 子 

中古マンション・戸建てをリノベーションしてカッコよく暮らす ――――― 主婦と生活社 リフォーム 

観て楽しい育てて美味しい野菜の再生栽培 大橋 明子 産業編集センター 家庭菜園 

農家が教えるタネ採り・タネ交換 農文協 編 農山漁村文化協会 採 種 

３６６日絵のなかの部屋をめぐる旅 ――――― パイインターナショナル 絵 画 

生きがいのボランティアおもちゃドクター こわれたおもちゃ直します！ 市来 歳世彦 梟社 玩 具 

タープワーク キャンプ、災害時に役立つ基礎知識と設置法 荒井 裕介 誠文堂新光社 野外活動 

〈５０音順〉一日の会話で使う動詞のすべてを英語にしてみる 曽根田 憲三 ベレ出版 英会話 

国語辞典を食べ歩く サンキュータツオ 女子栄養大学出版部 日本語 

夜ふけに読みたい植物たちのグリム童話 グリム兄弟 平凡社 個人全集 

白光 朝井 まかて 文藝春秋 日本小説 

がん消滅の罠（２） 暗殺腫瘍 岩木 一麻 宝島社 日本小説 

結 妹背山婦女庭訓（いもせやまおんなていきん）波模様（２） 大島 真寿美 文藝春秋 日本小説 

猫弁と鉄の女 猫弁シリーズ（7） 大山 淳子 講談社 日本小説 

噂を売る男 藤岡屋由蔵 梶 よう子 PHP 研究所 日本小説 

たまごの旅人 近藤 史恵 実業之日本社 日本小説 

テスカトリポカ 〈直木賞受賞作〉 佐藤 究 KADOKAWA 日本小説 

霧をはらう 雫井 脩介 幻冬舎 日本小説 

星のように離れて雨のように散った 島本 理生 文藝春秋 日本小説 

シークレット・エクスプレス 真保 裕一 毎日新聞出版 日本小説 

源氏の白旗 落人たちの戦 武内 涼 実業之日本社 日本小説 

硝子の塔の殺人 知念 実希人 実業之日本社 日本小説 

巨鳥の影 長岡 弘樹 徳間書店 日本小説 

やさしい猫 中島 京子 中央公論新社 日本小説 

能面検事の奮迅 能面刑事シリーズ（２） 中山 七里 光文社 日本小説 

征服少女 古野 まほろ 光文社 日本小説 

ヴァイタル・サイン 南 杏子 小学館 日本小説 

これはただの夏 燃え殻 新潮社 日本小説 

陰陽師 水龍ノ巻 夢枕 獏 文藝春秋 日本小説 

ブランド 吉田 修一 KADOKAWA 日本小説 

九十八歳。戦いやまず日は暮れず 佐藤 愛子 小学館 エッセイ 

カッコーの巣の上で ケン・キージー パンローリング 外国小説 

三十の反撃 ソン・ウォンピョン 祥伝社 外国小説 

ミシシッピ冒険記 ぼくらが３ドルで大金持ちになったわけ ダヴィデ・モロジノット 岩崎書店 外国小説 
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×休館： 月曜日・祝日・年末年始 

（但し、月曜日と祝日が重なる時は、 

翌火曜日も休館） 

△閉館： 月末館内整理 

・特別整理期間          

        

※

４月 29日（月）から 5月 6日（月）ま

で休館します。 

開館時間： 

９時３０分～１７時３０分 

（金曜日のみ１８時３０分まで） 
 

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、各行事が中止、または、変更になる場合があります。 

 

月１冊本を選び、感想などを気軽に話し合って

います。いつでも参加、見学できます。  

日 時 
９月 調整中 

（詳しくはお問合せください） 

作 品  
『 銀漢の賦 』 

葉室 麟 著 

 

９月のえほんのじかん 

    ・おはなしのじかん 

 

  

 

 

 

 
 

 
 

 土曜 １０時３０分～ 

 ４才以上の子どもが対象です。 

※マスクの着用をお願いします。 

人数を制限する場合があります。 

 

来館にはマスク着用を 

 

図書館に来館する際は 

マスクの着用をお願いします。 

また、手指の消毒を行い、 

サーモカメラで検温してから  

入館してください。 
 

ワクチン接種が済んだ人もうつらない・ 

うつさないために感染対策を続けましょう。 

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

              １０　月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

             ９　月

巡回場所 9 月 １０月 貸 出 時 間 

山崎町内 １4日（火） １９日（火） １０時～１４時 

千種町内 １5日（水） ２０日（水） １１時～１４時 

一宮町（学校・こども園）  3日（金）  １日（金） 9時３０分～１５時３０分 

一宮町内 １８日（土） １６日（土） ９時１５分～１５時 

波賀町（学校・幼稚園） 8 日（水） ６日（水） １０時１５分～１６時 

波賀町内巡回 ２5日（土） ２３日（土） １０時３０分～１５時 

※ 巡回形式のため時間によって貸出場所は変わります。 

場所・時間の変更の可能性があります。詳しくはお問合せください。 

しーたん放送でもお知らせしています。 

 

 


